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田原市地域コミュニティ連合会」は、地域コミュニティによる“自主的なまちづく
り”を目指し、地域活動活性化のための調査・研究、定例理事会などでの意見交換、

交流スポーツ大会の開催、市への要望活動などを行っています。市内全２０校区のコミュ
ニティ協議会長が所属しています。（平成２３年度発足）

＊＊＊  平成25年度の連合会役員をお知らせします  ＊＊＊

田原市地域コミュニティ連合会　会報第５号 （１）■

地域に暮らす人々が、心のふれあい・相互理解・連帯意識を高め、
みんなで手をとり合って、やすらぎとうるおいのある地域社会を

築くことが、地域コミュニティの目的です。

地域コミュニティ 地域の助け合い＝

【校区会長】＝校区コミュニティ協議会長の略
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■ 田原市地域コミュニティ連合会　会報第５号 （２）

４月 12 日（金）午前 9 時から、
田原市役所において、平成25

年度田原市地域コミュニティ連合会定
期総会を開催しました。総会では、代
表役員の選出、平成 24 年度事業報告・
決算、平成 25 年度活動方針および事
業計画・予算の承認がなされました。
　総会の席上、山本達夫連合会長は、
「地域の共通課題について、引き続き

調査・研究や実践活動を進め、市業務
への協力を行い、地域コミュニティの
活性化に取り組んでまいりたい」と述
べました。
　総会終了後には定例理事会（※１）
を開催し、午後には崋山会館に会場を
移して、連合会役員と市内全 106 の地
区自治会長、市長はじめ市役所幹部職
員出席のもと、地区行政連絡会を開催

しました。
　地区行政連絡会では、地域
の取り組み事例として、神戸
コミュニティ協議会（彦坂雄
三校区会長）と堀切校区コミュ
ニティ協議会（髙瀬勲校区会
長）から発表がありました。（概
要を 3頁に掲載）

■平成25年度の定期総会等を開催しました

■平成25年度の活動方針（※２）

■平成25年度の事業計画・収支予算

●地区行政連絡会

●定例理事会

目標とする地域社会  誰もが暮らしやすい社会
活動の目標  みんなが参加し、互いに尊重・助け合う地域づくりの場

推進項目

 ①コミュニティ活動の目的・目標をみんなで共有しましょう。

 ②一人ひとりが出来ることから取り組む全員参加のまちづくりを進めましょう。

 ③情報交換や交流イベント等により連携意識を高め、人づくりを進めましょう。

定期総会 ４月

定例理事会 毎月

地区行政連絡会 ４月

交流スポーツ大会 ６月

広報発行 ６月・１月

先進地視察研修 ７月

連合会要望活動 10月

地域コミュニティ活性化研究会 随時

地域懇談会（※３） 随時

各種研修会の開催 随時

市施策・公益活動等への協力 随時

市審議会等への委員参加 随時

連合会ホームページによる情報提供 随時

科目 金額（千円） 摘要

１ 会費 1,200 各校区協議会負担金

２ 市補助金 1,200 運営・計画書印刷（H24）

３ 繰越金 215 前年度繰越金

４ その他 1 雑入

計 2,616

科目 金額（千円） 摘要

１ 運営費 480 会議費・役員費・事務費

２ 事業費 2,022 調査研究・計画推進・広報等

３ 予備費 114

計 2,616

■事業計画 ■収入

■支出

※1 定例理事会
連合会が毎月開催してい
る会議で、地域課題の意
見交換や連合会事業の連
絡調整を行っています。
偶数月は市の依頼事項
について説明を受けてお
り、田原市長はじめ市幹
部も出席しています。

※３地域懇談会
各校区協議会の主催で開
催される意見交換会。地
域の課題について、地域
住民と行政が話し合いま
す。課題に関連する地域
役員や住民と、田原市長
はじめ市幹部が出席して
います。

連合会事業の紹介

※２ 活動方針
地域コミュニティによ
る自主的な地域づくりに
あたり、地域社会の理想
像や推進項目を定めたも
の。持続的な活動のため、
平成 23 年度の方針を継
続しています。



田原市地域コミュニティ連合会　会報第５号 （３）■

■神戸コミュニティ協議会

■堀切校区コミュニティ協議会

神戸校区では、『神戸校区まちづ
くり推進計画』に定められた将

来像、みんなが参加 みんなで学び・
創る 活力ある神戸校区を目標に、地
域づくりに取り組んでいます。
◆神戸校区の主な取り組み
【ながら見守り隊】農作業をしながら、
散歩をしながらなど、身構えず気軽に、
登下校する小学生を見守るボランティ
ア。現在の協力者は 300名。
【竹炭づくり】神戸大池の横に炭焼窯
を平成 20年度に設置。竹林の間伐材
を竹炭や竹酸液にして市民館で配布。

【盆踊りの集い】青年会の解散で途絶
えていた盆踊りを、校区民のふれあい
イベントとして平成 19 年度に復活。
今年から夏祭りへの発展を計画中。
【市民館】年間利用者は 4万人を超え、
市内で一番利用されている市民館。
◆谷ノ口地区の取り組み
「田原市東部太平洋岸総合整備促進協
議会」の拠点地区として、自主的な地
域活性化に取り組み中。農産物直売所
「ええＺＯＮＥマーケット」開設（毎
週日曜）のほか、「表浜ほうべの森（公
園）」の整備などに、校区の協力を得
ながら、区民一丸で取り組んでいます。

堀切校区では、『堀切校区まちづ
くり推進計画』に定められた将

来像、自治意識・連帯感の向上で 安
全・快適 住みよい堀切の実現を目指
し、地域づくりに取り組んでいます。
◆堀切校区の主な取り組み
【初立池ウォーキング大会】校区の西
に位置する初立池公園（1周 3km）で、
毎年 4月に実施。桜並木を楽しみな
がらの散策やゲームを実施。
【交通安全花束運動】ＪＡ伊良湖支所
前で、国道 42 号を通過するドライ
バーに小学生らがメッセージ入りの菊
を手渡し、安全運転を呼びかけ。

【校区地引き網】老人クラブと小学生
のふれあいイベントとして実施。好条
件ならキスやコノシロなどが大漁。
【アカウミガメを守る会】地域の有志
が、早朝の産卵確認や清掃活動を実施。
平成 24年度は 55頭の上陸を確認。
◆地震・津波被害への備え
海抜 5 ｍ前後の平地が広がる堀切校
区は、南海トラフの巨大地震により約
12 ｍの津波がわずか 20 分で到達する
と想定されています。そのため、「津
波被災者ゼロ」を目指し、校区や堀切
小学校では地震・津波対策に力を入れ
ており、昨年度は、さまざまな想定で
4回の避難訓練を実施しました。

神戸校区のあらまし
市の南東部に位置し、北は
国道 259 号や汐川に沿った
新旧の市街化区域、南は太
平洋岸に沿った農業地帯が
広がっています。古くから
の住民と新しい住民が混在
する校区で、市内最大の 15
の自治会があります。農・工・
商業の盛んな地域です。
○人口　6,729 人
○世帯　2,390 世帯
○面積　約 1,062ha
（平成 25 年 4月末現在）

●避難のため週 3回体力づくり（堀切小学校）

堀切校区のあらまし
渥美半島の先端から 5kmほ
ど東に位置する太平洋岸の
地域で、古くからの住民を
中心に 2地区で構成されて
います。恵まれた自然環境
と広い平地を活かした施設
園芸が盛んで、菊・トマト・
鉢花・観葉植物の全国有数
の産地となっています。
○人口　2,046 人
○世帯　568 世帯
○面積　約 880ha
（平成 25 年 4月末現在）

●ええＺＯＮＥマーケット（谷ノ口公民館）

校区のまちづくり 取り組み紹介



■ 田原市地域コミュニティ連合会　会報第５号 （４）

●報告書の全文は、連合会ホームページ（連合会発行物
コーナー・PDF）でご覧いただけます。
◆ http://tahara-komiren.com/

連合会の専門委員会である田原市地域コミュニティ
活性化研究会では、自治会などが抱えている活動

や運営上の共通課題について、調査・研究を行い、2か
年（H23-H24）の検討結果をまとめました。
　委員は 12 名で、連合会代表役員、地域役員経験者、
女性団体代表、市民館主事、まちづくりアドバイザー経
験者（市職員）のほか、愛知大学地域政策学部の鈴木誠
教授をオブザーバーにお招きし、全 12 回の会議を重ね
ました。
　研究テーマは、地域で取り組んでいく必要のある課題
の中から３テーマ（７項目）を選定し、それぞれ現状課
題や参考事例の分析、改善・活用方策をまとめました。
　自治会活動
などで、今ま
さに直面して
いる課題につ
いて、実践的
に活かせる方
策や間接的に
ヒントとなる
事例をまとめ
ていますので、
地域の役員さんはもちろん、すべての市民の方の参考書
としてご活用いただければ幸いです。

【会報第５号】平成25年６月15日発行：田原市地域コミュニティ連合会事務局（田原市役所市民協働課内）
　　　　　　 メール：tahara-komiren@city.tahara.aichi.jp

「誰もが暮らしやすい地域」実現への提言

田原市地域コミュニティ連合会 検索検索
研究テーマとその概要

●検討風景（新町八幡社）

◆ 第一テーマ 住民参加の推進
① 自治会加入の促進 自治会加入の現状、加入の必要性、市の支援状況、加入促進策の事例など
② 住民情報の把握 自治会活動に必要な住民情報、情報管理の事例、留意点など
③ 活動参加の拡大 地域コミュニティ活動の概要、参加の状況、参加拡大の事例など
◆ 第二テーマ 地域活動の活性化
④ 地域団体活性化 地域団体の現状、ライフステージごとの役割、活性化の事例など
⑤ 女性参加の拡大 地域活動への女性参加の現状、女性参加の必要性、参加拡大の方向性など
◆ 第三テーマ 地域コミュニティと神社の関係整理・活用
⑥ 神社活動の負担軽減 神社活動の現状、神社活動の重要性、課題・要因、負担軽減の例示など
⑦ 祭礼による地域活性化 祭礼の起源・類型、祭礼の価値・効果、活性化の事例、活用の方向性など

地域コミュニティの相談窓口
＝お気軽にご相談ください＝

＊市役所市民協働課＊

電話：２３－３５０４
課長：鈴木嘉弘 副主幹：松井茂明 主査：廣中有香 主事補：柴田奈津子


